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「
全
国
の
中
学
生
と
同
じ
チ
ー
ム
で
プ
レ

ー
す
る
中
で
、
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、
貴
重
な

経
験
に
な
っ
た
」
と
話
す
の
は
、
昨
年
十
一

月
三
十
日
―
十
二
月
九
日
ま
で
、
ホ
ッ
ケ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
日
本
代
表
（
十
五
歳
以
下
）

と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
遠
征
に
参
加
し
た

蒲
生
野
中
三
年
の
安
井
陽
奈
さ
ん
と
藤
井
望

美
さ
ん
。

二
人
は
蒲
生
野
中
ホ
ッ
ケ
ー
部
を
け
ん
引

し
、
昨
夏
の
全
日
本
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手

権
大
会
で
三
位
に
。
攻
守
で
活
躍
し
た
二
人

は
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
遠
征
で
は
、
首
都
キ
ャ

ン
ベ
ラ
で
地
元
の
中
高
生
の
大
会
に
参
加
し

て
十
試
合
を
行
い
、
戦
績
は
八
勝
二
敗
。
初

め
て
の
海
外
遠
征
を
振
り
返
っ
て
、「
身
体

能
力
の
違
い
を
肌
で
感
じ
た
」
と
二
人
は
口

を
そ
ろ
え
る
も
、
藤
井
さ
ん
は
「
味
方
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
な
ど
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
を
す
る
う

え
で
大
切
な
こ
と
を
学
ん
だ
」
と
話
し
、
安

井
さ
ん
は
「
自
分
の
思
い
だ
け
で
プ
レ
ー
す

る
の
で
は
な
く
、
試
合
の
流
れ
や
チ
ー
ム
メ

イ
ト
の
動
き
な
ど
を
判
断
し
て
プ
レ
ー
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
」
と
話
す
。

中
学
校
で
の
三
年
間
の
ホ
ッ
ケ
ー
を
振
り

返
っ
て
、「
一
年
生
の
と
き
は
、
た
だ
ひ
た
す

ら
基
礎
練
習
ば
か
り
。
試
合
に
も
出
ら
れ
ず
、

つ
ら
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
、
三
年
生
に

な
っ
て
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
立
場
に
な
っ
た

と
き
が
一
番
大
変
だ
っ
た
」
と
話
す
二
人
。

三
年
生
で
力
を
合
わ
せ
て
、
う
ま
く
チ
ー
ム

を
引
っ
張
り
、
近
畿
大
会
で
の
優
勝
や
全
国

大
会
で
の
三
位
な
ど
輝
か
し
い
成
績
を
収
め

た
。
そ
の
中
で
藤
井
さ
ん
は
「
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
ず
に
、
や
り
抜
く
こ
と
の
大
切
さ
」
を
、

安
井
さ
ん
は
「
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」

を
学
ん
だ
そ
う
だ
。

今
後
に
つ
い
て
、「
高
校
で
日
本
一
を
つ

か
み
た
い
」
と
藤
井
さ
ん
。
一
方
、「
も
っ
と

努
力
し
て
、
日
本
代
表
選
手
を
目
指
し
た
い
」

と
安
井
さ
ん
。
ひ
た
す
ら
白
球
を
追
い
か
け

て
き
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
見
つ
め
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
の
目
標
を
話
す
二
人
の
目
は
、
い
っ

そ
う
輝
い
た
。

世界の舞台で活躍した
二人のホッケー少女
ホッケージュニアユース日本代表
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やす なはるい ふじ のぞ みい

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

年
は
広
報
京
丹
波
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
取
材
な
ど
で
お
世
話
に
な

っ
た
皆
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
▼
わ
た

し
の
年
賀
状
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
七

人
の
皆
さ
ん
、
す
て
き
な
新
年
の
抱
負
を
語
っ
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
編
集

子
の
新
年
の
抱
負
を
ひ
と
つ
。
今
年
こ
そ
は
『
誤
字
脱

字 

ゼ
ロ 

』
を
目
指
し
て
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

今
年
も
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
お
邪
魔
し
ま
す
が
、
取
材

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｙ
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

先
月
号
の
広
報
京
丹
波
（
第
十
四
号
・
十
二
月
十
五

日
発
行
）
十
八
ペ
ー
ジ
、「
建
設
業
協
会
青
年
部
が
記
念

植
樹
」
の
本
文
一
行
目
、「
丹
波
町
建
設
業
協
会
」
は
「
京

丹
波
町
建
設
業
協
会
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

編
集
後
記

人口 17,644(－20）
男 

8,372（－16）
女 

9,272（－ 4）
世帯数 6,496（－ 3）

わたしたちの町

1月1日現在／（　）は前月比



KYOTAMBA TOWN◆3 2

町
民
の
皆
様
、新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。平
成
十
九
年
の
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
に
な
り
ま
し
た
こ
と
、心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、昨
年
は
秋
篠
宮
ご
夫
妻
に
悠
仁

様
が
誕
生
さ
れ
る
明
る
い
話
題
や
、野
球
の
ワ
ー
ル

ド
・ベ
ー
ス
ボ
ー
ル・ク
ラ
シ
ッ
ク
、サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
な
ど
世
界
の
舞
台
に
お
け
る
日
本
選
手
た

ち
の
活
躍
が
多
く
の
人
に
感
動
を
与
え
た
年
で
し

た
が
、一
方
で
は
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
地

下
核
実
験
、国
内
で
は
、い
じ
め
・
自
殺
や
飲
酒
運

転
に
よ
る
死
亡
事
故
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な

る
な
ど
、国
内
外
と
も
に
、混
と
ん
と
し
た
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。今
年
こ
そ
は
明
る
い
光
が
さ
す
、良

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
願
う
も
の
で
す
。

京
丹
波
町
が
発
足
し
て
一
年
余
り
が
経
過
し

ま
し
た
。町
域
の
す
み
や
か
な
一
体
化
や
、財
政
難

の
克
服
な
ど
諸
課
題
を
抱
え
る
中
で
の
厳
し
い
船

出
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、こ
の
間
、議
会
や
町
民

の
皆
様
、関
係
の
皆
様
方
に
は
、町
政
推
進
に
格

別
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
賜
り
、深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、国
内
の
経
済
情
勢
は
、景
気
の
回
復
基

調
が
続
い
て
お
り
、戦
後
の
わ
が
国
を
経
済
大
国

に
押
し
上
げ
た「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」を
超
え
る
景

気
拡
大
を
示
し
て
い
ま
す
が
、地
方
に
お
い
て
は
こ

の
景
気
回
復
基
調
を
、ま
だ
ま
だ
肌
で
感
じ
ら
れ

な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
ご
ざ
い
ま
す
。地
方
自
治

体
を
取
り
巻
く
状
況
も
、国
の
財
政
再
建
に
向

け
た
三
位
一
体
の
改
革
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、歳

出
の
抑
制
が
求
め
ら
れ
、財
源
の
確
保
も
年
々
厳

し
さ
を
増
す
、深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

本
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
る
た
め
、足
腰
の
強
い
、安
定
し
た
町
政
運
営

を
目
指
し
て
、こ
れ
ま
で
の
意
識
を
変
え
、既
存
の

事
務
事
業
の
再
評
価
や
抜
本
的
な
見
直
し
、経

常
経
費
の
徹
底
し
た
削
減
な
ど
、財
政
健
全
化
に

向
け
た
対
策
に
全
力
を
投
じ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、本

町
は
現
在
、今
後
十
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る「
総
合
計
画
」を
は
じ
め
、様
々
な
計
画
策

定
を
進
め
て
お
り
、ま
た
、行
政
と
地
域
と
の
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
新
た
な
自
治
組
織
の

あ
り
方
な
ど
を
検
討
す
る「
住
民
自
治
組
織
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
」を
設
置
す
る
な

ど
、今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
道
筋
を
決
め
る
諸
施

策
を
着
々
と
推
進
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、本
年
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
情
報

基
盤
の
一
元
化
や
瑞
穂
地
区
の
保
育
所
建
設
に

向
け
た
取
り
組
み
、水
資
源
対
策
な
ど
を
重
点

施
策
と
し
て
、議
会
の
皆
様
と
協
力
し
て
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、皆
様
の
一
層
の
ご

理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
、町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、お
元

気
で
幸
せ
多
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、平
成
十

九
年
の
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
、ご
家

族
お
そ
ろ
い
で
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、夕
張
市
の
財
政
破
た
ん
や
、公
務
員

に
よ
る
不
祥
事
、異
常
気
象
に
よ
る
北
海
道
佐
呂

間
町
の
竜
巻
被
害
、教
育
現
場
に
お
け
る
い
じ
め

や
自
殺
問
題
な
ど
、地
方
に
か
か
わ
る
報
道
が
多

く
伝
え
ら
れ
、私
た
ち
を
取
り
巻
く
身
近
な
問
題

を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

議
会
と
し
て
も
、旧
丹
波
・
瑞
穂
・
和
知
町
の
締

め
く
く
り
と
な
る
決
算
お
よ
び
京
丹
波
町
初
の

決
算
審
査
、町
営
バ
ス
運
行
事
業
条
例
を
は
じ
め
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
条
例
の
議
決
、議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど
を
行
い
ま
し
た
が
、旧

町
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
の
と
京
丹
波
町
の
新

た
な
歴
史
が
刻
ま
れ
る
年
で
あ
り
、様
々
な
思
い

が
交
錯
す
る
中
で
、私
ど
も
議
員
が
担
う
べ
き
重

責
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

さ
て
、地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
は
、国

の
地
方
分
権
を
め
ざ
し
た
権
限
移
譲
や
交
付
税

削
減
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す

が
、情
報
基
盤
整
備
、保
育
所
統
合
、水
道
統
合

な
ど
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
事
業

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
九
年
に
は
、町
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
と

な
る
総
合
計
画
の
策
定
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、行

政
と
町
民
の
み
な
さ
ま
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
が
推
進
で
き
る
よ
う
、議
会
の
担
う
役
割
を
果

た
す
た
め
に
議
員
一
丸
と
な
っ
て
懸
命
に
努
力
を
い

た
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
ま
し
て
、京
丹
波
町
の
さ
ら
な

る
躍
進
と
発
展
を
祈
念
し
、併
せ
て
み
な
さ
ま
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し

て
、年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

京
丹
波
町
長
　
　
　
　 

松
原 
茂
樹

京
丹
波
町
議
会
議
長
　 

岡
本
　
勇

べ
ん
　
た
つ

飛
躍
へ
の
基
礎
づ
く
り
へ

行
財
政
改
革
に
全
力

２
０
０
６
年

主
な
で
き
ご
と

一
月

旧
三
町
消
防
団
出
初
め
式
を
開
催（
八
日
）▼
成

人
式
を
開
催
。
新
成
人
百
七
十
九
人
が
出
席（
八

日
）▼
京
都
府
広
報
賞
広
報
紙
町
村
の
部
、映
像

の
部
に
お
い
て
京
丹
波
町
が
知
事
賞
を
受
賞

二
月

合
併
後
初
の
町
政
懇
談
会
を
町
内
十
一
会
場
で

開
催
。（
七
日
―
二
十
八
日
）▼
京
丹
波
町
合
併

記
念
式
典
を
開
催（
二
十
五
日
）

三
月

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
を
策
定

四
月

旧
三
町
消
防
団
を
統
合
し
、京
丹
波
町
消
防
団

が
発
足（
一
日
）▼
介
護
予
防
事
業
や
総
合
相
談
・

支
援
な
ど
を
一
体
的
に
行
う
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」を
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
設
置（
一

日
）五

月

町
営
バ
ス
が
運
行
開
始（
一
日
）▼
旧
瑞
穂
町
の

姉
妹
町
の
福
島
県
双
葉
町
と
友
好
町
提
携
を
交

わ
す（
十
一
日
）

六
月

町
税
等
徴
収
率
向
上
対
策
委
員
会
を
設
置

七
月

町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
町
民
約
百

八
十
人
が
参
加
。
元
日
本
代
表
・
白
井
貴
子
さ
ん
、

飯
田
高
子
さ
ん
が
来
町（
二
日
）

八
月

た
ん
ば
夏
ま
つ
り
開
催
さ
れ
る（
五
日
）▼
町
消

防
団
の
三
支
団
が
第
十
九
回
京
都
府
消
防
操
法

大
会
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
。
丹
波
支

団
が
五
位
入
賞（
六
日
）▼
総
合
計
画
審
議
会
が

発
足（
十
日
）▼
瑞
穂
納
涼
大
会
開
催
さ
れ
る（
十

七
日
）▼
地
域
医
療
対
策
審
議
会
が
発
足（
二
十

一
日
）▼
わ
ち
ふ
る
さ
と
祭
り
開
催
さ
れ
る（
二

十
五
日
）▼
障
害
福
祉
に
関
す
る
二
計
画
の
策

定
な
ど
を
目
指
す
「
地
域
自
立
支
援
協
議
会
」

が
発
足（
三
十
日
）

九
月

国
民
保
護
協
議
会
と
防
災
会
議
が
発
足（
二
十

七
日
）▼
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
広
報
紙
町
村
の

部
で
京
丹
波
町
が
入
賞（
二
十
八
日
）

十
月

町
文
化
祭（
和
知
会
場
）を
開
催（
二
十
九
日
）

十
一
月

二
〇
〇
六
京
都
丹
波
ロ
ー
ド
レ
ー
ス（
船
井
郡

陸
協
主
催
）が
開
催
さ
れ
、約
千
五
百
人
が
参
加

（
三
日
）▼
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
が
発
足

（
九
日
）▼
住
民
自
治
組
織
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

検
討
委
員
会
が
発
足（
九
日
）▼
町
文
化
祭（
丹

波
・
瑞
穂
会
場
）を
開
催（
二
十
五
日
、二
十
六
日
）

十
二
月

町
駅
伝
競
走
大
会
を
開
催（
十
日
）▼
京
丹
波
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
琴
滝
「
冬
ほ
た
る
」
開
催
さ
れ

る（
十
五
日
―
二
十
五
日
）

ひ
さ   

ひ
と

た
ま
わ
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新年明けましておめでとうございます。

今年のえとは「亥」。このページでは本町の「亥年」生まれ

1,464人の中から7人の皆さんに登場していただき、

今年の抱負など自由に語っていただきました。

谷口 史弥さん
（和知小・6年）

平成7年生まれ

春からは中学生。
充実した一年に
ぼくは3年生のときに野球を始め、今はキャプテン

としてがんばっています。昨年から、前からあこがれ

ていたピッチャーを任され、試合で勝てるように練習

をがんばってきました。

中学校に入っても野球を続け、部活に勉強に、友だ

ちづくりにと、充実した年にしていきたいです。

中村 明美さん
（井尻）

昭和34年生まれ

家族全員、
明るく元気に
過ごせる年に
今日よりも明日という気持ちをもって、何事にも前

向きに過ごしていけるような、そんな一年にしていけ

ればと思っています。

家で採れた野菜を食べて、家族全員が健康で、明る

く元気に過ごせる年になりますように。

堀林 章さん
（高岡）

昭和22年生まれ

今年一年健康で、
趣味として取り組める
ものを見つけていきたい
現在、町の「住民自治組織によるまちづくり検討委

員会」に委員として携わっていますが、このことが、

少子高齢化社会の中でのこれからの地域づくりを、み

んなで考えていけるひとつのきっかけになればと考え

ています。

今年一年、健康に過ごせるよう、自己管理に気をつ

けるとともに、趣味の一環として何か取り組めるもの

を見つけていければと思っています。

猪田 浩和さん
（蒲生）

昭和46年生まれ

仕事に、
仲間づくりに、
充実した年にしたい
何となく一年を過ごしてしまいがちですが、「当たり

年」を契機に、一日一日を大切にしていきたいですね。

「40歳までは『仲間づくり』」をモットーに、ＪＣ（船

井青年会議所）や丹波みらい研究会で活動していますが、

そういった中で人づきあいを大切にし、仕事もがんばり、

充実した一年にしていきたいと思います。

木下 里紗さん
（本庄）

昭和58年生まれ

人を大切にする
気持ちを持って
いきたいですね
昨年の夏から家業を手伝っています。家族といっし

ょに仕事することで、今まで以上に家族への感謝や尊

敬の気持ちが大きくなりました。少しでも家族の支え

になれたらと思っています。

また、人を大切にする気持ちを持っていきたいですね。

皆様にとって、すてきな一年でありますように。

川邊 瑛子さん
（下粟野）

昭和10年生まれ

何か新しいことに
挑戦できれば
いいなあ
Ｕターンして14年。ようやく地域にもなじめ、田

舎の良さも実感している今日このごろです。

わたしは、わち山野草の森育成会に入っていますが、

今年も色々な山野草を栽培して出展していきたいですし、

当たり年を契機に何か新しいことにも挑戦できればと

思っています。

田中 コノさん
（質美）

大正12年生まれ

暗いニュースが
多い昨今、
明るい年でありますように
自分の健康づくりも兼ねて、何かお役に立てればと、

小学校の見守り隊として、下校する子どもたちに声を

掛けるのが日課になっています。

暮らしは豊かになりましたが、暗いニュースが多い

昨今、明るい年になることを願っています。

きの した り　 さ

たに  ぐち ふみ　や なか  むら あけ　 み

い　　だ ひろ  かず かわ　べ てる　こ

ほりばやし あきら

たな　か

い
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平成１７年国勢調査結果まとまる

人口16，893人
少子高齢化が顕著に

平成17年10月1日現在で、全国一斉に行われた国勢調査の確定値が、このほどまとまりました。（数値は旧三町の合計）

京
丹
波
町
の
人
口
は
一
万
六
、
八

九
三
人
で
、
前
回
調
査
（
平
成
十
二

年
）
と
比
べ
、
一
、
〇
三
六
人
減
少

し
ま
し
た
（
表
１
）。

人
口
推
移
（
図
１
）
を
み
る
と
、

昭
和
三
十
年
か
ら
昭
和
四
十
五
年
ま

で
、
高
度
経
済
成
長
期
に
あ
わ
せ
て
、

人
口
減
少
が
加
速
。
そ
の
後
、
昭
和

四
十
五
年
か
ら
平
成
七
年
ま
で
は
増

減
を
繰
り
返
し
な
が
ら
の
ゆ
る
や
か

な
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
平

成
七
年
以
降
、
人
口
減
少
傾
向
は
再

び
加
速
し
始
め
て
い
ま
す
。

年
齢
別
の
構
成
比
（
図
３
）
で
は
、

年
少
人
口
（
十
五
歳
未
満
）
は
二
、

一
五
〇
人
（
全
体
の
一
二
・
七
％
）、

生
産
人
口
（
十
五
―
六
十
四
歳
）
は

九
、
三
七
六
人
（
同
五
五
・
五
％
）、

老
年
人
口
（
六
十
五
歳
以
上
）
は
五
、

三
六
七
人
（
三
一
・
八
％
）
と
い
う

結
果
。
昭
和
三
十
年
か
ら
の
推
移
を

み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
少
子
高

齢
化
の
現
象
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
五
年
に
一
度
実
施
さ

れ
る
大
規
模
な
統
計
調
査
で
、
住
民

登
録
に
関
係
な
く
、
平
成
十
七
年
十

月
一
日
現
在
で
旧
丹
波
町
、
旧
瑞
穂

町
、
旧
和
知
町
に
実
際
に
住
ん
で
い

る
方
を
対
象
に
行
っ
た
も
の
。
ま
た
、

世
帯
数
は
住
居
を
基
準
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
住
民
基
本
台
帳
と
は
必
ず

し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

【表１】平成１７年国勢調査の結果　（　）は前回調査比

【図１】人口の推移

【図３】年齢別人口の推移【図２】世帯数の推移
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2,015(△151)
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8,244
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8,423
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4,004
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■旧丹波町　■旧瑞穂町　■旧和知町

■年少人口（１５歳未満）■生産人口（１５―６４歳）■老年人口（６５歳以上）

［収入］

今、地方自治体の財政を取り巻く状況は、国の財政再建に向けた三位一体の改革など
影響により、歳出（支出）の抑制がさらに求められ、歳入（収入）の確保も年々厳しく深の
な状況です。刻
こうした中、京丹波町においても既存の事務事業の抜本的な見直しや経常経費の徹
底した削減など行財政改革が急務になっています。底
このシリーズでは、「なぜ、わがまちの財政状況は厳しいのか」や、「財政健全化に向
て、どのような対策が必要になっていくのか」など、現状と今後の対策などをシリーズけ
みていきます。で
初回は、「まちの台所事情」を分かりやすくお伝えするため、一般家庭の家計に例えて
ていきます　　　。年収５００万円の家庭を想定し、京丹波町の平成１８年度の予算編み
成における構成割合に応じて、収入と支出を算定しています。成

まちの
財政状況
［１］

シリーズ

このようにしてみると、収入については給料（町税など）や雑収入（財産収入・使用料など）などの自主財源が全体の約４分の１程度で、

残りの４分の３については、親（国・府）からの援助（地方交付税・国府支出金）や、借金（地方債）などの依存財源でまかなっている状況で

す。このため、親（国・府）の台所事情が厳しくなると、その影響を大きく受けることになります。

支出については毎月決まって必要となる食費（人件費）や医療費（扶助費）、住宅ロ－ンなどの返済金（公債費）が全体の４１．６％。また、

光熱水費や日用品代（物件費）、子どもへの仕送り（繰出金）、各種会費（補助費等）なども家計に大きな影響を及ぼしており、毎月限られ

た収入の中で、厳しいやりくりをしながら生計を立てている状況になっています。

家計に例えてみると（年収５００万円の家庭）
（一般会計９月補正後ベース）

［支出］

表１

表１

（注）１カ月分の数値については、端数処理の関係により、必ずしも年間分を１２月で除した数とは一致しません。

［用語説明］
■自主財源とは……地方公共団体が自主的に収納できるお金のことをいいます。具体的には町税、使用料、手数料などをいい、町が独自に収納している

ものとなります。
■依存財源とは……国や府から交付される収入をいいます。地方交付税や補助金などがこれにあたります。
■義務的経費とは…人件費、扶助費、公債費を総称して義務的経費といいます。義務的経費とは、その支払いが義務づけられているもの。すなわち、この

経費が高いほど自由に使えるお金が少なくなり財政運営に支障をきたします。

京丹波町の状況 家計に置き換えた場合

京丹波町の収入 予算額（千円） 構成比 Ａさんの収入 年間 1カ月
 町税 1,480,450 
 分担金・負担金 92,755

自主財源
 使用料・手数料 205,077 

25.6%
 給料・雑収入 123万円 10万円

 財産収入 231,835
 諸収入・繰出金など 636,034
 繰入金 93,060  貯金の取り崩し 5万円 1万円
 地方交付税 4,874,815 

依存財源
 国・府支出金 1,012,505 

74.4%
 親からの援助 303万円 25万円

 その他 598,969
 町債 1,481,800  ローン借入 69万円 6万円
 合計 10,707,300 100.0% 　　　　　　　合計 500万円 42万円

京丹波町の状況 家計に置き換えた場合

京丹波町の支出 予算額（千円） 構成比 Ａさんの支出 年間 1カ月
 人件費 1,899,467 17.7%  食費 89万円 7万円
義務的経費 扶助費 453,499 4.2% 生活費 医療費など 21万円 2万円
 公債費 2,109,402 19.7%  住宅ローン返済金 98万円 8万円
 物件費 1,345,295 12.6%  光熱水費・日用品 63万円 4万円
 維持補修費 18,146 0.2%  家財などの修理 1万円 1万円

その他の経費
 補助費等 1,298,148 12.1% 

その他
 諸会費など 61万円 5万円

 積立金 472,818 4.4%  貯金 22万円 2万円
 繰出金 1,360,713 12.7%  子どもへの仕送りなど 63万円 5万円
 その他 38,318 0.4%  雑費 2万円 1万円
投資的経費 普通建設事業など 1,711,494 16.0% 　　　家の増築や車の購入 80万円 7万円
 合計 10,707,300 100.0% 　　　　　　　合計 500万円 42万円

(決まっているもの)



十
一
月
十
八
日
―
十
九
日
の
二
日
間
、福
井
県
越
前
町
で
行
わ
れ
た「
第
七
回
全
日
本
中

学
生
都
道
府
県
十
一
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手

権
大
会
」（
日
本
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
主
催
）の

女
子
の
部
に
お
い
て
、京
都
府
代
表
と
し

て
出
場
し
た
蒲
生
野
中
と
瑞
穂
中
の
連
合

チ
ー
ム（
森
田
江
里
監
督
・
瑞
穂
中
）が
準

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

同
チ
ー
ム
は
京
都
府
予
選
で
立
命
館
中

（
京
都
市
）を
破
り
、同
大
会
に
出
場
。一
、二

回
戦
、準
決
勝
を
危
な
げ
な
く
勝
ち
進
み
、

決
勝
で
は
滋
賀
県
と
対
戦
。
強
豪
相
手
に

白
熱
し
た
攻
防
を
繰
り
広
げ
、〇
―
〇
で

前
後
半
が
終
了
。ペ
ナ
ル
テ
ィ
ス
ト
ロ
ー
ク

戦（
Ｐ
Ｓ
戦
）の
末
、一
―
四
で
惜
敗
し
た
も

の
の
、力
の
限
り
戦
っ
た
選
手
へ
、会
場
に

詰
め
か
け
た
保
護
者
ら
か
ら
、あ
た
た
か

い
拍
手
と
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

TO
W

N
N
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フ
ル
ー
ト
の
音
色
を
通
じ
て
人
権
へ
の
理
解
深
め
る

四
十
チ
ー
ム
が

た
す
き
つ
な
ぐ

活
性
化
へ
の
光
―
冬
ほ
た
る  

約
2
万
人
の
人
出
で
大
盛
況

京
丹
波
町
人
権
講
演

会
（
町
人
権
啓
発
推
進
協

議
会
な
ど
主
催
）を
十
二
月

二
日
、山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
み

ず
ほ
で
行
い
、約
三
百
人
の
町

民
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
講
師
は
、難
病
の
ク
ロ
ー

ン
病
を
乗
り
越
え
、奇
跡
の
社
会
復
帰
を
果
た
し
た
フ

ル
ー
ト
奏
者
・
奥
田
良
子
さ
ん
と
夫
の
勝
彦
さ
ん
が
組

む
音
楽
デ
ュ
オ
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
」
。「
心
に
届
く
愛
の
音

色
〜
難
病
を
の
り
こ
え
て
」
を
テ
ー
マ
に
、フ
ル
ー
ト
と

オ
カ
リ
ナ
の
弾
き
語
り
や
自
身
の
闘
病
か
ら
社
会
復
帰

に
至
る
ま
で
の
体
験
談
を
交
え
、「
生
き
る
こ
と
の
尊
さ
」

や
「
思
い
や
り
の
大
切
さ
」
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。
参
加

者
ら
は
、美
し
い
音
色
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、人
権
に
対

す
る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

京
丹
波
町
の
名
勝
・
琴
滝
を
約
十
万
灯
の
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）で
飾
る「
京
丹
波
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
琴

滝『
冬
ほ
た
る
』
」が
、十
二
月
十
五
日
―
二
十
五
日
の
十
一
日
間
開
催
さ
れ
、町
内
は
も
と
よ
り
、京
阪
神
な
ど
か
ら

約
二
万
人
を
超
え
る
人
出
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
昨
年
よ
り
も
倍
増
さ
れ
、

光
の
ト
ン
ネ
ル
な
ど
が
新
た
に
作
ら
れ
た
ほ

か
、期
間
中
、オ
カ
リ
ナ
演
奏
や
ジ
ャ
ズ
の
ラ

イ
ブ
も
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、町
内
の
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
・
丹
波
み
ら
い
研
究
会（
岩
崎
栄
喜
雄
会

長
）が
、通
過
交
通
の
ま
ち
か
ら
脱
却
し
「
人

が
集
ま
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、一
昨

年
か
ら
開
い
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
。
今
年
も
青
白

二
色
の
光
が
つ
く
り
出
す
幻
想
的
な
空
間
が

多
く
の
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。

「
第
二
回
京
丹
波
町
駅
伝
競

走
大
会
」（
町
体
育
協
会
主
催
）

が
十
二
月
十
日
、瑞
穂
地
区
の
ふ

れ
あ
い
広
場
を
発
着
点
と
す
る

周
回
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、小
学
生

か
ら
社
会
人
ま
で
四
十
チ
ー
ム
、

約
三
百
人
が
参
加
。ラ
ン
ナ
ー
た

ち
は
沿
道
に
詰
め
掛
け
た
家
族

ら
の
声
援
を
受
け
、た
す
き
を
つ

な
ぎ
、健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

蒲
生
野
・
瑞
穂
の
連
合
チ
ー
ム

十
一
人
制
全
国
大
会
で
準
優
勝

講師・エスペランサの２人の講演（山村開発センターみずほ・大朴）

号砲とともに一斉にスタート（瑞穂地区ふれあい広場・和田）ゴールを守る選手たち（福井県立ホッケー場・福井県越前町）

琴滝の特徴を表す光のオブジェが多くの人を魅了した（琴滝・市森）

このコーナーは、町営バスの利用実態を皆さんにご理解いただくため、
毎月、１カ月間の路線ごとの町営バス利用状況をお知らせしています。

 
路線名

  利用者数（人）
   一般 生徒学生など 計

丹 波 和 知 線

丹 波 桧 山 線

高 原 下 山 線

竹 野 線

小 野 鎌 谷 線

猪鼻戸津川線

質 美 線

仏 主 線

長 瀬 線

才 原 大 簾 線

上 乙 見 線

合 計

丹 波 和 知 線

丹 波 桧 山 線

高 原 下 山 線

竹 野 線

小 野 鎌 谷 線

猪鼻戸津川線

質 美 線

仏 主 線

長 瀬 線

才 原 大 簾 線

上 乙 見 線

合 計

785（＋082）

115（＋019）

226（＋004）

78（－021）

317（－030）

448（＋168）

894（＋197）

335（±000）

481（＋031）

188（＋025）

44（－005）

3,911（＋470）

　9月  

680

72

237

66

292

336

767

423

485

143

49

3,550

　10月  

935

109

222

83

344

278

800

383

494

209

52

3,909

　11月  

703

96

222

99

347

280

697

335

450

163

49

3,441

　12月  

785

115

226

78

317

448

894

335

481

188

44

3,911

2,632（－0,918）

1,681（－0,457）

2,200（－0,528）

442（＋0,442）

728（－0,083）

310（－0,325）

1,164（－0,366）

592（－0,142）

576（－0,152）

1,880（－0,498）

1,536（－0,392）

13,741（－3,419）

3,417（－0,836）

1,796（－0,438）

2,426（－0,524）

520（＋0,421）

1,045（－0,113）

758（－0,157）

2,058（－0,169）

927（－0,142）

1,057（－0,121）

2,068（－0,473）

1,580（－0,397）

17,652（－2,949）

路線名

（　）は前月比

〒６２２－０２９２（住所不要） 
京丹波町企画情報課広報京丹波「わくわくＢＯＸ」係
ファックス／８２－２５００　
Ｅメール／kikaku３０@town.kyotamba.kyoto.jp

広
報
京
丹
波
（
十
一
月
号
）の
民
俗
芸
能
の
記
事

は
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
ぜ
ひ
、京
丹
波
の
民
俗

芸
能
を
そ
れ
ぞ
れ
見
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
後
、公
演
情
報
な
ど
お
知
ら
せ
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
！

と
こ
ろ
で
、最
近
町
営
バ
ス
の
利
用
状
況
が
載
っ

て
い
ま
す
が
、私
が
見
る
限
り
わ
が
家
の
横
を
通
り

過
ぎ
る
町
営
バ
ス
に
乗
客
が
乗
っ
て
い
た
た
め
し
が

あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
は
ワ
ゴ
ン
車
だ
っ
た
の
で
気
に

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、最
近
は
大
型
バ
ス
が
毎
日

空
で
走
っ
て
お
り
、「
も
っ
た
い
な
い
な
あ
」
と
感
じ

て
い
ま
す
。
掲
載
の
利
用
状
況
で
は
た
く
さ
ん
の
利

用
が
あ
る
よ
う
に
み
え
ま
す
が
、時
間
別
な
ど
精
査

さ
れ
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
？
と
思
い
ま
す
。

（
匿
名
希
望
）

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
民
俗
芸
能
の

公
演
情
報
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
も
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

バ
ス
に
つ
い
て
は
現
状
保
有
し
て
い
る
車
両
を
有

効
活
用
し
運
行
し
て
い
ま
す
。
今
後
、利
用
状
況
を

見
極
め
な
が
ら
、よ
り
よ
い
運
行
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、利
用
状
況
の
掲
載
の
し
か
た
に
つ
い
て

は
、時
間
別
の
掲
載
も
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
秋
、わ
が
家
の
畑
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
花
が
咲

き
ま
し
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
の
花
を
見
た
の
は
初
め
て

の
こ
と
。
赤
紫
色
し
た
小
さ
な
花
が
愛
ら
し
く
、咲

く
こ
と
自
体
が
と
て
も
珍
し
い
の
で
、お
便
り
し
ま

し
た
。

（
出
野
区
在
住
、匿
名
希
望
）

サ
ツ
マ
イ
モ
は
ヒ
ル
ガ
オ
科
の
植
物
で
、花
の
形

も
ア
サ
ガ
オ
や
ヒ
ル
ガ
オ
と
よ
く
似
て
い
る
そ
う
で

す
。
温
暖
な
沖
縄
地
方
に
行
く
ほ
ど
開
花
し
や
す

く
、北
に
行
く
ほ
ど
気
温
が
下
り
開
花
し
に
く
い
と

の
こ
と
。
そ
の
他
、い
く
つ
か
の
条
件
が
そ
ろ
わ
な

い
と
開
花
せ
ず
、こ
の
地
域
で
咲
く
の
は
珍
し
い
こ

と
の
よ
う
で
す
。
地
球
環
境
の
変
化
が
、こ
う
し
た

と
こ
ろ
に
も
表
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

送り先

このコーナーは、「身近に起こった出来事」や「感
動したこと」、「みんなに教えてあげたい・わたしの
健康術」、「こんなサークル活動始めました」、「ま
ちづくりについての意見」、「広報紙への感想」、「イ
ラスト・絵画・写真」、「エッセイ・詩・俳句、川柳」など、
読者の皆さんの身近な情報発信としてご利用くだ
さい。

広
報
「
京
丹
波
」
五
月
号
で
、「
健
康
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
特
集
が
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、最
近
、厚
生
労

働
省
が
発
表
し
た
「
メ
タ
ポ
リ
ッ
ク
症
候
群
」
が
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。い
わ
ゆ
る
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
問

題
と
さ
れ
て
お
り
、放
置
す
る
と
糖
尿
病
に
な
り
や
す

く
、動
脈
硬
化
を
促
し
、生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し

や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

原
因
は
、や
は
り
運
動
不
足
や
油
も
の
の
摂
り
す
ぎ
。

肉
や
高
脂
肪
の
食
べ
物
は
極
力
控
え
、魚
と
旬
の
野
菜

を
食
べ
、適
度
な
運
動
を
毎
日
欠
か
さ
な
い
こ
と
が
大

切
な
の
だ
そ
う
で
す
。

「
医
食
同
源
」「
身
土
不
二
」
と
古
く
か
ら
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、「
食
」
は
生
き
る
こ
と
の
基
本
で
す
。
幸

い
京
丹
波
町
は
食
材
の
宝
庫
で
す
。
町
内
の
朝
市
に
は
、

新
鮮
な
季
節
の
野
菜
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
、感

謝
せ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。
で
、最
近
は
朝
市
め
ぐ
り

が
趣
味
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
以
前
、広
報
京
丹
波
に
お
便
り
を
出
し
、実

名
で
掲
載
さ
れ
ま
し
た
と
こ
ろ
、私
の
周
辺
で
は

サツマイモの花



民
俗
芸
能
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
、

練
習
の
成
果
を
披
露

京
丹
波
森
林
組
合
が
発
足

府
民
総
体
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
京
丹
波
町
が
優
勝

ク
ラ
ブ
活
動
や
授
業
で
地
元
の
民
俗
芸
能
「
和
知
人
形
浄

瑠
璃
」
を
習
っ
て
い
る
和
知
小
・
中
生
合
同
の
公
演
会
が
十
二

月
九
日
、道
の
駅
「
和
」（
坂
原
）の
伝
統
芸
能
常
設
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
公
演
は
、両
校
で
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
和
知
人
形
浄

瑠
璃
保
存
会（
大
田
喜
好
会
長
）が
、児
童
・
生
徒
の
練
習
の

成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
開
催
。
和
知
小
の
人
形
浄
瑠
璃

ク
ラ
ブ
の
児
童
十
三
人
は
「
傾
城
阿
波
ノ
鳴
門
　
十
郎
兵
衛

住
家
の
段
」
を
演
じ
、同
保
存
会
員
の
三
味
線
に
合
わ
せ
て
語

り
と
人
形
遣
い
を
披
露
し
、一
方
、総
合
学
習
の
時
間
に
学
ん

で
き
た
和
知
中
の
生
徒
九
人
は
、三
味
線
、語
り
、人
形
遣
い

に
分
か
れ
、「
長
老
越
節
義
之
誉
　
猪
平
宅
の
段
」
を
演
じ
ま

し
た
。

終
演
後
に
は
会
場
か
ら
あ
た
た
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

綾
部
市
で
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
「
第
二
十
九
回
京
都
府
民

総
体
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
」で
、京
丹
波
町
男
子
チ
ー
ム
が
優

勝
。
女
子
が
三
位
の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

両
チ
ー
ム
と
も
同
大
会
に
備
え
て
約
二
カ
月
間
、強
化
練

習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
優
勝
し
た
男
子
チ
ー
ム
の
前
田
実

監
督（
八
田
）は
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
勝
利
。
み
ん
な
で
心
一
つ

に
、最
後
ま
で
粘
り
強
く
戦
っ
た
こ
と
が
好
成
績
に
つ
な
が
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
出
場
し
た
選
手
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。（
敬
称
略
）

【
男
子
チ
ー
ム
】
前
田
実（
監
督
）▼
木
下
昭
吾
▼
小
倉
勝

▼
徳
島
均
▼
坂
本
盛
夫
▼
田
中
久
男
▼
江
本
利
次
▼
吉
田
真

【
女
子
チ
ー
ム
】
片
山
ま
き
乃（
監
督
）▼
安
井
久
美
子
▼
真
野

和
代
▼
前
田
美
代
▼
徳
島
富
美
代
▼
山
内
末
子
▼
森
み
さ
を
▼

前
島
三
千
江
▼
真
野
照
美

十
二
月
二
十
日
、丹
波
・
瑞
穂
・
和
知
の
三
森

林
組
合
が
合
併
し
、京
丹
波
森
林
組
合
が
発
足
。

同
日
、和
知
林
業
セ
ン
タ
ー（
本
庄
）で
職
員
へ

の
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、谷
峰
男
・
代
表
理
事
組
合
長
が
職

員
に
辞
令
を
交
付
し
た
後
、「
関
係
の
皆
様
の

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、こ
の
日

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
木
材
を
取
り
巻
く

情
勢
は
厳
し
い
が
、研
さ
ん
を
積
み
、職
務
に

励
ん
で
ほ
し
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

同
組
合
の
合
併
に
あ
た
っ
て
は
、昨
年
六
月

に
各
森
林
組
合
の
組
合
長
ら
十
二
人
で
合
併

推
進
協
議
会
を
設
け
て
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
、十
月
一
日
に
、和
知
町
森
林
組
合
の
事

務
所
を
本
所
と
し
、丹
波
、瑞
穂
の
両
町
森
林
組
合
の
事
務
所
を
支
所
と
す
る
こ
と
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
予
備
契
約
書
に
三
組
合
長
が
調
印
。
そ
の
後
、各
組
合
の
総
代
会
の
承
認

を
経
て
、合
併
が
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

外
国
青
年
受
け
入
れ
、十
二
年
。
友
金
さ
ん
に
総
務
大
臣
表
彰

小
中
学
校
な
ど
で
語
学
指
導
を
行
う
外
国

青
年
招
致
事
業（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）の
功
労

者
と
し
て
、友
金
一
文
さ
ん（
大
朴
）が
こ
の
ほ

ど
、総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
小
中
学
校
な
ど
で
の
外
国
語

教
育
や
国
際
交
流
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、昭
和
六
十
二
年
か
ら
全
国
で
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、友
金
さ
ん
は
平
成
六
年
か
ら

こ
れ
ま
で
に
、合
わ
せ
て
六
人
の
外
国
語
指
導

助
手
に
自
宅
を
提
供
し
、身
の
回
り
の
世
話
や

地
域
住
民
と
の
交
流
を
手
助
け
す
る
な
ど
、事

業
の
推
進
に
貢
献
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て

の
受
賞
で
す
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

好成績に喜びもひとしお。（町中央公民館前） 日ごろの練習の成果を精一杯披露する和知中の生徒（道の駅「和」伝統芸能常設館・坂原）

谷組合長（左）から辞令を受ける職員（和知林業センター・本庄）総務大臣表彰を受賞した友金一文さん

瑞
穂
地
区
の
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
歩
こ
う
会
で
交
流

区
内
を
鮮
や
か
に
彩
る

「
ま
す
た
に
オ
ー
ジ
ー
ナ
リ
エ
」

瑞
穂
地
区
の
四
つ
の
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
つ
く

る
「
瑞
穂
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
推
進
連
絡
会
」（
一
瀬

誠
会
長
、質
美
）が
十
一
月
二
十

三
日
、「
第
二
回
瑞
穂
歩
こ
う
会
」

を
行
い
、同
地
区
の
住
民
ら
約

四
十
人
が
参
加
。
京
都
市
左
京

区
の
「
哲
学
の
道
」
な
ど
約
五

キ
ロ
を
歩
き
、互
い
に
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

「
歩
こ
う
会
」
は
旧
瑞
穂
町

教
育
委
員
会
な
ど
が
毎
年
こ
の

時
期
に
行
っ
て
い
た
も
の
で
、四

十
年
の
歴
史
あ
る
行
事
。
合
併

し
た
昨
年
か
ら
同
連
絡
会
が「
歴

史
あ
る
行
事
を
自
分
た
ち
の
力

で
続
け
て
い
こ
う
」
と
こ
れ
を

引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

京
丹
波
町
和
知
難
聴
者
協
会（
原
田
和
夫

会
長
）が
こ
の
ほ
ど
、設
立
二
十
周
年
の
節

目
に
あ
た
っ
て
、記
念
誌「
二
十
年
の
あ
ゆ
み
」

を
発
刊
。
同
記
念
誌
は
四
十
五
ペ
ー
ジ
で
、昭

和
六
十
二
年
三
月
の
設
立
か
ら
こ
れ
ま
で
の

同
協
会
の
歩
み
や
、活
動
の
写
真
、会
員
ら

の
思
い
や
考
え
を
綴
っ
た
寄
稿
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

和知難聴者協会が発行した20周年記念誌 晩秋の京都を散策しながら交流を深める参加者たち（哲学の道・京都市左京区）

ハンドベルで演奏を行う子どもたち（升谷地内）

区民力を合わせて仕上げた大しめ縄（尾長野地内）

AEDの寄贈を受け、喜ぶ教職員たち（瑞穂中学校）

 

和
知
地
区
の
升
谷
区
で
、同
区
の
民
家
を
電
球
で
飾

る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト「
ま
す
た
に
オ
ー
ジ
ー
ナ

リ
エ
」が
、十
二
月
一
日
か
ら
約
一
カ
月
に
わ
た
っ
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、高
齢
化
が
進
む
地
域
を
活
性
化
さ

せ
て
い
こ
う
と
区
民
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
昨
年
か

ら
始
め
た
も
の
。
今
年
も
約
三
十
世
帯
が
家
屋
や
庭
先

に
電
飾
を
行
い
ま
し
た
。

二
十
三
日
に
は
同
区
の
子
ど
も
た
ち
が
ハ
ン
ド
ベ
ル
の

演
奏
な
ど
を
行
う
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、見
物

に
き
た
家
族
連
れ
な
ど
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

豪
快
に
、大
し
め
縄
な
う

園
部
・
北
桑
田
の
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
寄
贈

十
二
月
十
七
日
、尾
長
野
区
で
恒
例
の
京
都
祇

園
八
坂
神
社
本
殿
の
大
し
め
縄
作
り
が
行
わ
れ
、

区
民
ら
が
豪
快
に
わ
ら
を
よ
り
合
わ
せ
、九
本
の

し
め
縄
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
完
成
し
た
し
め
縄

は
同
月
二
十
四
日
に
八
坂
神
社
へ
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
行
事

は
、八
坂
神
社

の
分
社
が
尾
長

野
区
に
あ
る
こ

と
か
ら
、同
区

で
営
ま
れ
て
い

る
伝
統
行
事
。

昭
和
四
十
五

年
か
ら
は
区
の

行
事
と
し
て
取

り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

南
丹
市
と
京
丹
波
町
の
七
中
学
校
に
こ
の
ほ

ど
、園
部
・
北
桑
田
の
両
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、激
し
い
運
動
な
ど
で
突
然
、心
停

止
に
陥
っ
た

人
の
心
臓
に

電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
て
正

常
な
状
態
に

戻
す
装
置
。

本
町
で
は
、

蒲
生
野
・
瑞
穂
・

和
知
の
三
中

学
校
に
一
台

ず
つ
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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な
ご
み

け
い
せ
い

ち
ょ
う
ろ
う
ご
え 

せ
つ  

ぎ
　  

の
ほ
ま
れ

あ
　
わ

の

な
る 

と

和
知
難
聴
者
協
会
が

二
十
周
年
の
記
念
誌
を
発
行
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「
全
国
の
中
学
生
と
同
じ
チ
ー
ム
で
プ
レ

ー
す
る
中
で
、
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、
貴
重
な

経
験
に
な
っ
た
」
と
話
す
の
は
、
昨
年
十
一

月
三
十
日
―
十
二
月
九
日
ま
で
、
ホ
ッ
ケ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
日
本
代
表
（
十
五
歳
以
下
）

と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
遠
征
に
参
加
し
た

蒲
生
野
中
三
年
の
安
井
陽
奈
さ
ん
と
藤
井
望

美
さ
ん
。

二
人
は
蒲
生
野
中
ホ
ッ
ケ
ー
部
を
け
ん
引

し
、
昨
夏
の
全
日
本
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手

権
大
会
で
三
位
に
。
攻
守
で
活
躍
し
た
二
人

は
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
遠
征
で
は
、
首
都
キ
ャ

ン
ベ
ラ
で
地
元
の
中
高
生
の
大
会
に
参
加
し

て
十
試
合
を
行
い
、
戦
績
は
八
勝
二
敗
。
初

め
て
の
海
外
遠
征
を
振
り
返
っ
て
、「
身
体

能
力
の
違
い
を
肌
で
感
じ
た
」
と
二
人
は
口

を
そ
ろ
え
る
も
、
藤
井
さ
ん
は
「
味
方
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
な
ど
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
を
す
る
う

え
で
大
切
な
こ
と
を
学
ん
だ
」
と
話
し
、
安

井
さ
ん
は
「
自
分
の
思
い
だ
け
で
プ
レ
ー
す

る
の
で
は
な
く
、
試
合
の
流
れ
や
チ
ー
ム
メ

イ
ト
の
動
き
な
ど
を
判
断
し
て
プ
レ
ー
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
」
と
話
す
。

中
学
校
で
の
三
年
間
の
ホ
ッ
ケ
ー
を
振
り

返
っ
て
、「
一
年
生
の
と
き
は
、
た
だ
ひ
た
す

ら
基
礎
練
習
ば
か
り
。
試
合
に
も
出
ら
れ
ず
、

つ
ら
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
、
三
年
生
に

な
っ
て
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
立
場
に
な
っ
た

と
き
が
一
番
大
変
だ
っ
た
」
と
話
す
二
人
。

三
年
生
で
力
を
合
わ
せ
て
、
う
ま
く
チ
ー
ム

を
引
っ
張
り
、
近
畿
大
会
で
の
優
勝
や
全
国

大
会
で
の
三
位
な
ど
輝
か
し
い
成
績
を
収
め

た
。
そ
の
中
で
藤
井
さ
ん
は
「
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
ず
に
、
や
り
抜
く
こ
と
の
大
切
さ
」
を
、

安
井
さ
ん
は
「
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」

を
学
ん
だ
そ
う
だ
。

今
後
に
つ
い
て
、「
高
校
で
日
本
一
を
つ

か
み
た
い
」
と
藤
井
さ
ん
。
一
方
、「
も
っ
と

努
力
し
て
、
日
本
代
表
選
手
を
目
指
し
た
い
」

と
安
井
さ
ん
。
ひ
た
す
ら
白
球
を
追
い
か
け

て
き
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
見
つ
め
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
の
目
標
を
話
す
二
人
の
目
は
、
い
っ

そ
う
輝
い
た
。

世界の舞台で活躍した
二人のホッケー少女
ホッケージュニアユース日本代表

安井陽奈さん（右）・藤井望美さん（左）
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やす なはるい ふじ のぞ みい

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

年
は
広
報
京
丹
波
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
取
材
な
ど
で
お
世
話
に
な

っ
た
皆
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
▼
わ
た

し
の
年
賀
状
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
七

人
の
皆
さ
ん
、
す
て
き
な
新
年
の
抱
負
を
語
っ
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
編
集

子
の
新
年
の
抱
負
を
ひ
と
つ
。
今
年
こ
そ
は
『
誤
字
脱

字 

ゼ
ロ 

』
を
目
指
し
て
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

今
年
も
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
お
邪
魔
し
ま
す
が
、
取
材

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
Ｙ
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

先
月
号
の
広
報
京
丹
波
（
第
十
四
号
・
十
二
月
十
五

日
発
行
）
十
八
ペ
ー
ジ
、「
建
設
業
協
会
青
年
部
が
記
念

植
樹
」
の
本
文
一
行
目
、「
丹
波
町
建
設
業
協
会
」
は
「
京

丹
波
町
建
設
業
協
会
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

編
集
後
記

人口 17,644(－20）
男 

8,372（－16）
女 

9,272（－ 4）
世帯数 6,496（－ 3）

わたしたちの町

1月1日現在／（　）は前月比




